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１章 はじめに 
 

本プログラムは平均照度や照明エネルギー消費係数（CEC/L）を計算し、計算書を印刷するためのプログラム

であり、以下のような特徴があります。 

 

◆エネルギー使用の合理化に関する法律改正･告示（平成１８年）に対応した（CEC/L）計算書をプリンタに出力

できる。 

◆光束法により平均照度計算を行うことができ計算書をプリンタに出力できる。 

◆入力画面は計算書に近いイメージ（表形式）でありデータ入力が簡単。 

◆豊富な入力データチェック機能を装備しており入力ミスを軽減できる。 

◆室名、年間照明点灯時間、標準照明消費電力、補正係数はメニューによる選択ができる。 

◆ 照明器具品番から器具種類（Ｈｆ３２×２埋込など）、ランプ、光束、消費電力などのデータをよび出すこと

ができる。 

◆ （社）公共建築協会「建築設備設計基準」平成２１年度版に掲載されている照明率と弊社の照明率の双方に対

応。（該当する器具のみ） 

 

その他、Windows の一般的な操作体系に準ずることで印刷、保存、ウィンドウの扱いなど、他のソフトと同様

に行うことができ、初めての方でも比較的容易に使用頂けるものと考えております。但し、本ソフトには照明の

専門用語も多く含まれていますので、ご利用にあたり保守率、光束、照明率などの用語をご理解頂く必要があり

ます。 

なお、Windows の基本的な操作については、Microsoft Windows のマニュアルを参照してください。 

 

 

 

必要なシステム（動作環境） 
 

必要なシステム  

CPU: 1GHZ 以上の RAM32 ﾋﾞｯﾄ（x86）プロセッサまたは 64 ﾋﾞｯﾄ（x64）プロセッサ  

ディスプレイ: 1024×768 ドット以上の解像度のディスプレイ 

OS: Microsoft Windows Vista/7/8 

マウス 

必要なディスクの空き容量 300MB 以上（OS など本プログラム以外の使用域は除きます） 

 

Microsoft Window, Windows** は米国マイクロソフト社の登録商標です。 

その他、会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 

 

◆本マニュアルの中で分かりにくい個所、誤りなどお気づきの点がございましたら、下記エンジニアリ

ングセンターまでご連絡ください。 

◆本マニュアル及び本製品は将来予告なく変更することがあります。 

◆本マニュアルを他に転載されないようお願いします。 

◆ソフト及びデータは複写しないでください。 

◆ソフト及びデータを利用した結果につきましては、いかなる場合においてもその責任を負いかねます｡
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お問い合わせ窓口 
 
北海道ＥＣ 
 
[〒060-0809] 北海道札幌市北区北九条西２丁目１番地  ＴＥＬ（０１１）７４７－０６１７ 

 
 

東北ＥＣ 
 
[〒980-0014] 宮城県仙台市青葉区本町２丁目４番６号  ＴＥＬ（０２２）２６１－２３１８ 

  仙台本町三井ビルディング内 
 
 
東京照明ＥＣ 
 
[〒105-8301] 東京都港区東新橋 1丁目５番 1号   ＴＥＬ（０３）６２１８－１０１０ 

 
 
東京商業照明ＥＣ 
 
[〒105-8301] 東京都港区東新橋 1丁目５番 1号   ＴＥＬ（０３）６２１８－１５４４ 

 
 
首都圏電材ＥＣ 
 
[〒105-8301] 東京都港区東新橋 1丁目５番 1号   ＴＥＬ（０３）６２１８－１４９９ 

 
 
名古屋照明ＥＣ 
 
[〒450-8611] 愛知県名古屋市中村区名駅南２丁目７番５５号 ＴＥＬ（０５２）５８６－１８０２ 

 
 
大阪照明ＥＣ 
 
[〒540-6218] 大阪府大阪市中央区城見パナソニックタワー１８階 ＴＥＬ（０６）６９４５－７８０９ 

 
 
大阪商業照明ＥＣ 
 
[〒540-6218] 大阪府大阪市中央区城見パナソニックタワー１７階 ＴＥＬ（０６）６９４５－７８０５ 

 
 
中国ＥＣ 
 
[〒730-8577] 広島県広島市中区中町７番１号   ＴＥＬ（０８２）２４９－６１４８ 

 
 
九州ＥＣ 
 
[〒810-8530] 福岡県福岡市中央区薬院３丁目１番２４号  ＴＥＬ（０９２）５２１－１５０１ 

 
 

コンサルティング事業推進部 
 
[〒571-8686] 大阪府門真市門真１０４８   ＴＥＬ（０６）６９０８－１４３８ 
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計算方法 
 

照度計算  必要照度および設計照度は光束法（ZCM 法、下式）により計算されます。 

 

Ｎ＝ 
Ｅ・Ａ

 Ｆ・Ｕ・Ｍ
   Ｎ：必要灯数（ランプ本数）（本） 

        Ｅ：必要照度（lx） 

     Ａ：面積（ｍ２） 

            Ｆ：ランプ光束（lm） 

     Ｕ：照明率 

     Ｍ：保守率 

 

Ｅ′＝ 
Ｆ・Ｕ・Ｍ・Ｎ′

 Ａ
  Ｅ′：設計照度（lx） 

Ｎ′：灯数（台数×器具１台あたりの灯数） 

 

光束法（ZCM 法）では正方形室に照明器具を均等に配置する場合の計算方法であり、照明器具がかたよって取り

付けられる場合などでは、正確な照度を計算することができません。 

正確な照度を計算するためには、弊社のルミナスプランナーなどにより逐点法による照度計算を行う必要があり

ます。 

本プログラムでは照度分布を計算することはできません。等照度曲線図、 大、 小照度などを計算するときは

弊社のルミナスプランナーをご使用ください。 

 

ＣＥＣ／Ｌ計算    

 

ＣＥＣ／Ｌ＝
Σ（ＷＴ× Ａ × Ｔ × Ｆ）

 Σ（ＷＳ× Ａ × Ｔ × Ｑ１ × Ｑ２）
 

 

ＣＥＣ／Ｌ：照明エネルギー消費係数 （Coefficient of Energy Consumption for Lighting） 

  ＷＴ：照明消費電力 （Ｗ/ｍ２） 

  ＷＳ：標準照明消費電力 （Ｗ/ｍ２）  

  Ａ  ：室面積（ｍ２） 

  Ｔ  ：年間照明点灯時間（ｈ/年） 

  Ｆ  ：照明設備の制御等による補正係数 

  Ｑ１ ：照明設備の種類による補正係数 

  Ｑ２ ：照明設備の照度による補正係数 

 

詳しくは次の文献を参照ください。 

 

・平成２１年度 建築物の省エネルギー基準と計算の手引き 
 （財）建築環境・省エネルギー機構(平成２１年９月) 

・住宅の省エネルギー基準と計算の手引き（平成１８年５月） 
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２章 セットアップ 
 

セットアップを行なう前に、下記項目について確認してください。 

 使用するパソコンを用意してください。（ページ３を参照ください。） 

 ウイルスチェックプログラムなど、他のプログラムを常駐させてお使いの場合は、セットアッププログラム

を実行する前に常駐を解除しておいてください。セットアッププログラムは、他のプログラムが常駐してい

る状態では、正しく実行されない可能性があります。セットアップ終了後は、忘れずに常駐プログラムを再

起動してください。 

 

バージョンアップのお客様へ 
  旧バージョンをアンインストールしてから、バージョン 3.5 をインストールしてください。 

アンインストール方法（OS やインストールしているバージョンにより画面は変わります。ご了承ください。） 

[Windows7 の画面] 

① [スタート]－[コントロールパネル]－[プログラムと機能]を表示し、インストール済みのバージョン 

｢Panasonic CEC/L 3.○」を [変更]［削除］[アンインストール］で、旧バージョンをアンインストールする。 

 
②[次へ]をクリック              ③[削除]を選択 

  
④[削除]をクリックし、アンイストールが完了します。 

  

ユーザーアカウント制御が表示される場合は、 
「はい」を選択してインストールを実行してください。
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セットアップ方法 
 

① 弊社ホームページからダウンロードした「CECL350SETUP.EXE」をマイドキュメントなどに保存し、ダブルクリ

ックしてください。 

 

② 次の画面が表示されます。[次へ]をクリックしてください。 

   
 

③ 次の画面が表示されます。インストール先のフォルダを変更したい場合は[変更]をクリックし、インストール

先を設定し、「次へ」をクリックしてください。 

 
 

④ 次の画面が表示されます。[インストール]をクリックしてください。 

   
 

ユーザーアカウント制御が表示される場合は、 
「はい」を選択してインストールを実行してください。
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⑤ インストールが完了しましたら、「完了」をクリックします。 

   
 

⑥ デスクトップにショートカットが作成されます。ダブルクリックで起動してください。 

 
 

■初回起動時のみ、以下の操作を実行ください。 

① 次の画面が表示されますので、「更新」をクリックしてください。 

 
 

② 照明器具データのダウンロードおよび、解凍が実行されます。 

   
 

③ 更新が完了しましたら「OK」をクリックし、[CEC/L]を起動します。 
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３章 基本操作 

 

プログラムを起動する 
スタートボタンをクリックして[プログラム]→[Panasonic CECL3.5]を選択してください。 

  
 

プログラムを終了する 
メニューバーの［ファイル］→［アプリケーションの終了］を選択してください。 

 

バージョン情報 
本プログラムの詳しいバージョン情報は、プログラムを起動し、メニューバーの[ヘルプ]→[バージョン情報]を

選択してください。[バージョン情報]画面が表示されます。 

 

件名入力 
メニューバーの[件名]を選択すると[件名入力]画面が表示されます。 

・施設分類と簡略化は室毎の入力に大きく影響する為、原則として一度設定した後は変更しない様にして 

ください。 

・建物名称、担当、作成日は計算書に表示します。 

  

・一次エネルギー換算値は夜間買電（電気事業法第 2 条第 1 項第 1 号に規定）を行う場合には 
 [夜間買電を行う]にチェックし、消費時間帯を選択してください。 
 
・一次エネルギー換算値を任意の値で計算する場合は、［指定］にチェックしてください。 
注）V3.33以前のデータを読み込むと、旧換算係数で計算されます。 

   新基準で計算する場合は、件名入力画面で「指定」のチェックを外してください。 

施設分類[住宅] 
簡略化Ⅰ、Ⅱは適用しない為 
チェックを外す 
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入力画面の概要 
CEC/L 計算用のシートと照度計算用のシートがあります。各シートの切り替えはシート上部のタブをクリックし

てください。入力データのうち次の項目は双方のシートで共有しています。どちらかで変更すると他方も自動的

に変更されます。 

 [ﾌﾛｱｰ][まで][室名][面積(A(㎡))[器具 NO][台数] 

 

◆CEC/L 計算シート（ も左にスクロールした状態） 

  

（ も右にスクロールした状態） 

  

 

◆照度計算シート（ も左にスクロールした状態） 

  

（ も右にスクロールした状態） 
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４章 照度計算 

 

フロアー(開始階-終了階)入力 
[フロアー]欄に室の所属する階を入力します。地下、屋上は B や R を付けて入力してください。 

（地下:B1～B99、地上:1～999、屋上:R1～R9） 

 

基準階など同じ室が複数の階に所属する場合は開始階を[フロアー]欄に終了階を[まで]欄に入力します。 

開始階は、必ず終了階より下階にしてください。終了階が空白の場合は終了階＝開始階になります。 

 

 例：1 階～5 階まで同じ大きさ、器具、台数の場合、[フロアー]欄に 1、[まで]欄に 5 と入力する 
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室名・標準電力(Ws) 
[室名]欄をマウスの右ボタンでクリックしてください。下図の室名選択画面が表示されます。入力したい室名を

選択し[OK]を押してください。CEC/L 計算の標準照明消費電力(Ws)も同時に設定されます。 

[特殊空間]タグをクリックすると下図と同様に特殊空間の室名が表示されます。 

・施設分類[住宅]の以外の場合          ・施設分類[住宅]の場合 

  

 

・上記の画面にない室名を入力したい場合 

 用途が近く Ws が同じ室名を選択し[OK]を押して入力シートに戻ってから室名欄を修正してください。 

 このように入力した室名は、自動的に「追加空間」タグに追加され、次回から選択できるようになります。 

 ※「追加空間」の室名は４０行まで登録され、４０を超えると使用頻度の低いものから削除されます。 
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年間点灯時間（T） 
[件名入力]画面で「簡略化Ⅱ」を解除した場合に表示されます。適合する点灯時間を表からマウスで選択するか、

手入力で設定してください。入力完了後、[OK]をクリックしてください。 

※施設分類[住宅]を選択した場合は必ず表示されます。 

・施設分類[住宅]の以外の場合          ・施設分類[住宅]の場合 

  

 

間口(X)、奥行き(Y)、面積(A) 
間口（ｍ）、奥行き（ｍ）を入力します。 

奥行きを入力すると面積が計算され面積欄にカーソルが移動します。 

・間口が 0m の室は、照度計算書に出力されません。 

・件名ダイアログで簡略化Ⅰが選択された場合は 50 ㎡より小さい面積を入力した室は CEC/L 計算書には 

出力されません。 

・照度計算は直方体室についてのみ行うことができ、面積(A)は間口(X)×奥行き(Y)に一致しなければ 

いけません。一致しないような入力がされると X･Y･A の再計算画面が表示されます。 

 

天井高さ(Z)、計算面高さ(h1)入力 
天井高さ(m)、床面からの計算面高さ(m)を入力します。 

 

天井、壁、床反射率入力 
天井、壁、床の反射率（％）を入力します。 

以上で１室分の室データ入力は終わりで画面は下図のようになります。   
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器具 NO 入力 
器具 NO（半角 8 桁まで）を入力することで、その行が器具行となり、器具データが入力可能になります。 

入力中の件名で初めて使用する器具 NO の場合は照明器具選択画面が表示されます。既に他の室で入力した器具

NO を指定した場合は、器具品番などが表示されます。 

入力済の器具 NO を表示したり器具データを変更する時は、[器具 NO]欄をマウスの右ボタンでクリックしてくだ

さい。次の器具 NO 一覧画面が表示されます。 

  

 

表の器具 NO（例：F42）をクリックすると、その行が選択（反転）されます。この状態で[詳細表示変更]ボタン

をクリックすると、器具データ画面が表示され、品番の再選択などを行うことができます。 

また、マウスの右ボタンをクリックすると、上図のメニューが表示され、器具データの[コピー][貼り付け]など

の操作を行うことができます。 

 

入力済みの器具 NO を変更したい時には、メニューの[器具 NO 変更]を選択し、次の画面で変更先の器具 NO を入

力して下さい。入力シートの器具番号もすべて一括変更されます。 
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照明器具選択 
器具品番を入力するとリストに本システムの内蔵品番が表示されます。品番を選択し、[OK]をクリックしてくだ

さい。[器具データ]入力画面が表示されます。 

品番は半角英数字で入力してください。（例：フリーXF323CBA →XF323CBA） 

  

 

・パナソニック品番：当社品番のみの器具品番が表示されます。 

・公共施設用器具：公共施設用の器具が表示されます。 

・手入力器具：過去に保存された手入力器具が表示されます。新規に手入力器具を入力する時は、 

手入力器具タブを押し、手入力器具選択画面で、[新規追加]ボタンをクリックしてください。 

空の器具データ画面が表示されますので、手入力してください。（手入力方法 Ｐ２５参照） 
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器具データ入力 

 
 

・入力電力 

入力電力は品番に対応して当社の定格値が選択されています。JLA（照明器具工業会）ガイド 114 に該当 

する電力値が定義されている品番については[JLA]を選択することもできます。 

 

・照明設備の種類による補正係数（Ｑ１） 

 器具の仕様によって係数は選択されています。（カバー付の器具［まぶしさ防止（1.3）］など） 

 任意で［まぶしさ防止なし（1.0）］と［まぶしさ防止（1.3）］を選択することもできます。 

 

・品番･照明率手入力ボタン 

器具品番、灯数、上方光束、下方光束、照明率が入力できます。 

 

・JLA 参照ボタン 

照明器具工業会ガイド 114 の消費電力のリストが表示されます。 

 

・器具再選択ボタン 

器具データが再選択できます。照明器具選択に移ります。 

 

入力が完了したら、[OK]を押してください。手入力器具の場合は、保存しておくか確認する画面が表示され 

ます。手入力器具選択画面に登録したい時は、[はい]を押してください。 
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必要照度入力 
必要照度を確保するための照明器具台数（必要台数）を計算したいときには、この器具で確保したい 

照度(lx)を入力してください。必要台数の計算が不要の場合は、0 を入力してください。 

 

器具吊り下げ長さ(h2)入力 
器具を天井から離して取り付ける場合は h2 欄に吊り下げ長さ(単位:m)を入力してください。 

天井埋め込みの器具の場合は 0 を入力してください。 

 

設計台数入力 
照明器具取り付け台数を入力してください。[必要照度]欄に数値を入力した場合は、その照度を確保するための

台数が[必要台数]欄に表示されます。その値を参考に入力します。 

以上で、照明器具データの入力は終わりです。 

 も右にスクロールした状態 

  

 

室データ挿入・器具データ挿入 
同じ室に複数の器具が取り付けられる場合は、[器具 NO]欄に入力してください。別の室の計算を行う場合は[フ

ロアー]欄に入力してください。 

このように[フロアー]に入力するとその行が室データ行となり、[器具 NO]に入力するとその行が器具データ行と

なります。一度室データ行、器具データ行になると他方に変更することはできません。 

変更する場合は、その行をメニューバーの[編集]→[削除]で削除してから行の挿入をしてください。 

挿入する場合は、挿入したい位置の行を選択し、メニューバーの[編集]→[挿入]で行の挿入をしてください 

 

        
 

      

挿入位置の 
行を選択 

挿入した行の入力
（例）a18 の照明器具を追
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照度計算・印刷 

全ての室データの入力完了後、つぎに計算書をプリンタに出力します。 

［ファイル］→［プリンタの設定］を選択してプリンタ、用紙サイズ、用紙方向などを設定します。 

次に［ファイル］→［印刷プレビュー］または［印刷］を選択すると次のダイアログが表示されます。  

計算書の印刷タイプを選択して[OK]を押してください。印刷（またはプレビュー）が実行されます。 

 

印刷でエラーが発生した場合については６章参照編－計算・印刷エラー表示を参照ください。 
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照度計算書印刷例 
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５章 CEC/L 計算 
 

フロアー、室名、Ws、面積、年間点灯時間については４章の照度計算と同様にして入力してください。 

CEC/L には室形状が影響しないので間口、奥行きは入力しません。 

 

制御内容、制御補正係数(F)入力 
[制御内容]または[F]欄をマウスの右ボタンでクリックしてください。 

制御内容、制御補正係数(F)のメニュー画面が表示されますので選択し[OK]を押してください。    

・施設分類[住宅]の以外の場合        ・施設分類[住宅]の場合 

     

 

照度補正係数(Q2)入力 
[Q2]欄をマウスの右ボタンでクリックしてください。照度補正係数(Q2)画面が表示されます。 

  

施設分類が、事務所、学校、店舗の場合、Q2 が定義されている室(事務所の場合事務室、学校の場合、教室、店

舗の場合、売場)を選択すると、設計照度が入力できますので、Q2 を計算するための照度を入力してください。

照度計算を行った場合は照度計算結果（必要照度、設計照度）が表示されますので参照しながら入力できます。 

以上で１室分のデータ入力が完了しました。画面は下図のようになります。 

器具 NO（器具選択）、台数については４章照度計算と同様にして入力してください。 

  

以上で、照明器具データの入力は完了しました。 
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CEC/L 計算・印刷 
全ての室データの入力が完了したら、つぎに計算書をプリンタに出力します。 

［ファイル］→［プリンタの設定］を選択してプリンタ、用紙サイズ、用紙方向などを設定します。 

次に［ファイル］→［印刷プレビュー］または［印刷］を選択すると次のダイアログが表示されます。 

  

計算書の印刷タイプを選択してください。また、計算結果ボタンを押すことで階集計を画面で確認できます。 

印刷でエラーが発生した場合については６章参照編－計算・印刷エラー表示を参照ください。 
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ＣＥＣ／Ｌ計算書印刷例 
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６章 参照編 

ファイルメニュー 
 

 

 

 

 

 

 

 

編集メニュー 

  

行単位に編集（コピー、貼り付け、挿入、削除）を行うことができます。マウスの右クリックでも同じメニュー

を表示できます。 

 

表示メニュー 

  

ツールバーなどの表示、非表示の切替や入力データをフロアー欄で昇順に並び替えることができます。 

 

・新規作成   件名を新規に作成します。 

・開く    既存の件名を開きます。 

・追加    作業中のデータに既存のデータを追加します。 

・上書き保存   作業中の件名を上書きして保存します。 

・名前を付けて保存   作業中の件名に新しい名前を付けて保存します。 

・CSV ﾌｧｲﾙ出力    印刷する項目を ，(カンマ)で区切ってテキスト形式で

          ファイルへ出力します。 

  Microsoft Excel など他のアプリケーションで、 

  本プログラムの出力を利用できます。 

  尚、印刷する項目に加えて、器具台数集計表が末尾に 

  出力されます。 

・印刷    計算書を印刷します。 

・印刷ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ   計算書を印刷時のイメージで表示します。 

・ﾌﾟﾘﾝﾀの設定   プリンタの選択や接続を設定します。 

・環境設定   環境設定画面を表示します。 

・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの終了  CEC/L 計算プログラムを終了します。 
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環境設定 

  
・器具マスターのディレクトリの指定 

  本システムをインストールしたディレクトリ。原則として変更しないでください。 

・画面のフォントとサイズの指定 

・印刷のフォントとサイズの指定 

・印刷時の余白の指定 

・照度計算書に器具番号略号(器具 NO)を出力するかの指定 

・照度計算書の備考に照明消費電力(Ｗ/㎡)を出力するかの指定 

・部屋の反射率の初期値の指定 

 

計算・印刷エラー表示 
器具データを入力していない室があるなど入力データにエラーがある場合は印刷、印刷プレビューを実行したと

きに下図のようにエラー一覧が表示されます。エラー一覧でダブルクリックすると問題のデータへカーソルが移

動しますので、データを修正して再度印刷を試みてください。 
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７章 補足 
 

 

手入力器具 
本システムに内蔵されていない照明器具データは、手入力する頂く事で、計算できます。 

 

①「照明器具選択」画面で「手入力器具」タブを選択し、「新規追加」をクリックしてください。 

   

 

②「器具データ」画面が表示されます。 

  CEC/L 計算のみ行う場合は「器具品番」「種類」「入力電力」「照明設備の種類による補正係数 Q1」 

  の情報を入力してください。照度計算も行う場合は、「安定器品番」以外の全ての情報を入力してください。 

  入力後「ＯＫ」をクリックしてください。 

 

※屋内配光特性資料は弊社ホームページ（http://www2.panasonic.biz/es/lighting/）の「照明器具検索」で品

番を検索して頂くと「配光データ」として公開しております。 
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③入力した器具データを登録する場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

④「器具ＮＯ一覧」に登録した器具が表示され、今後も使用する事ができます。 

   

電力値はカタログスペックに掲載 
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